




























































































































































































































































































































下山 肇 著『円と方による造形の研究１』実践女子大学美学美術史学27号 2015年
下山 肇 著『K 病院エントランスレリーフ』環境芸術学会誌「環境芸術」15号 -2 2016年





『神戸大学医学部附属 国際がん医療・研究センター』HP http://www.med.kobe-u.ac.jp/iccrc/ 2018年９月
閲覧
『社会医療法人鹿児島愛心会大隅鹿屋病院』HP http://www.kanoya-aishinkai.com/index.html 2018年９月閲覧
『JA 愛知厚生連 海南病院』https://www.kainan.jaaikosei.or.jp/ 2018年９月閲覧
泉南市 HP『シティブランド創出事業「花笑み・せんなんプロジェクト」』
http://www.city.sennan.lg.jp/shisei/annai/1458795184199.html 2018年９月閲覧




























































10 　『かげのいろ／The colors of the shadow』環境芸術学会第18回大会作品発表展　オリエギャラリー（東
京都）2017年
　サイズ：W380×H455×D70（１ユニット）素材・仕上げ：スチールオイルペイント仕上げ、一部蛍
光色塗装仕上げ
－（13）－
Fig.1　オーナーが求める
異なる方向性の価値、
「利便性」と「資産・
権威」
Fig.2　「資産・権威」が得られるもの
としての「アート」の位置付
Fig.3　「アート」から縁遠い「利便性」の先に
ある「生死」の世界としての医療施設
Fig.4　『成長するモニュメント「思いの木」』
－（14）－
Fig.5　モニュメントイメージ「木」 Fig.6　モニュメントイメージ「七夕」 Fig.7　モニュメントイメージ「絵馬」
Fig.8　『ミツケルの樹～空海地』2012年 Fig.9　『コトバノミナモト／TheSourceofJapanese』2009年
Fig.10　造形の仕組み Fig.11　3Dプリントモデル（S=1/20）
－（15）－
Fig.12　実際に貼られた「葉」のカラーシート Fig.13　浮かび上がる「命」の文字
Fig.14　『変化するレリーフ１』
－（16）－
Fig.15　イメージスケッチ Fig.16　背面の蛍光色塗装配色計画
Fig.17　入れ替えの仕組み
Fig.18　「生死」の世界を突き詰めることで「心の拠り所」としての
アートの必然性につながる
－（17）－
Fig.19　『変化するレリーフ２』
Fig.20　レリーフイメージ「肝属川」
Fig.21　イメージスケッチ Fig.22　背面の蛍光色塗装配色計画
－（18）－
Fig.23　『土地の特徴を生かすレリーフ』2015年
Fig.24　レリーフイメージ「木曽三川」 Fig.25　レリーフイメージ「稲穂」
－（19）－
Fig.26　既製サイズの鉄板から無駄のない板取り
Fig.27　ユニット図（A,B）
Fig.28　カラー指定図
－（20）－
Fig.29　壁面取り付け断面図
Fig.30　『加東市庁舎オブジェ』2014年 Fig.31　『広島赤十字看護専門学校記念碑』2014年
Fig.32　『岡山市水道局サインモニュメント』
2017年
Fig.33　『川崎重工業岐阜工場新統合ビル
エントランスガーデン』2017年
－（21）－
Fig.34　『実体感を消すレリーフ』2017年
Fig.35　泉南市シティブランド
ロゴマーク
Fig.36　レリーフイメージ「あじさい」 Fig.37　レリーフイメージ「藤」
－（22）－
Fig.38　施設インテリア
Fig.39　『かげのいろ／Thecolorsoftheshadow』展示風景　オリエギャラリー（東京都）2017年
Fig.40　神戸大学医学部附属 国際がん医療・研究センターHPのトップページ
